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　Using the interview data obtained from 13 high school teachers, this study explored how Japanese high school teachers structure 

school events and interact with their students from the perspective of group socialization theory(Harris, 1995). Results indicate 

that, although all high school teachers were concerned to structure school events or interact with students with a view to facilitate 

students’ assimilation, only about a half of high school teachers did those to facilitate students’ differentiation. Also, in some cases, 

even though teachers had same intention, the methods seem to have been just the opposite. Future research should investigate 

which structure or interaction indeed facilitate students’ assimilation or differentiation.
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１章　問題と目的

文化祭や体育祭，修学旅行をはじめとした学校行事

は特別活動と呼ばれる教科外活動の一領域として，学

習指導要領にて，どの学校においても実施すべき活動

とされている（文部科学省，2009）１）。特別活動には，
その目標として，「望ましい集団活動を通して，心身

の調和のとれた発達と個性の伸長を図り，集団や社会

の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする

自主的，実践的な態度を育てるとともに，人間として

の在り方生き方についての自覚を深め，自己を生か

す能力を養う」ことが掲げられており（文部科学省 , 
2009）１），「望ましい集団活動」を通して，個人の発達
や自己実現を支えることが企図されている。

しかし，これまでの研究では，学校行事が実際に

個人の発達に効果的に機能しているのか，特に長期

的な意味で，個人の発達に資する活動となっている

のかが，ほとんど検討されていない（河本，2013，
2014）２）３）。とりわけ，学校行事の集団活動を通して，
いかに個人の長期にわたる発達が支えられるかに関す

る実証的な知見は，ほとんどみられない。

集団活動が個人の長期的な発達に資することを提唱

した理論に，集団社会化理論という理論がある。この

理論では，子どもの長期にわたる社会情緒性やパーソ

ナリティ発達に資する要因として，児童期・青年期に

おける同年齢仲間集団の体験が重要であると提唱され

ている（Harris, 1995）４）。
この理論で特に注目されているのは，集団内での同

化・差異化と呼ばれるプロセスである。集団内での同

化とは，ある個人が所属している集団で重視されてい

る集団規範やルール，慣習に沿う形で行動することを

指す。集団メンバーが同化することで，同じ集団に所

属するメンバーはより似通うようになる。たとえば，

「１組は学校行事に熱心に取り組んでいるクラスだ」

といわれることがあるが，このような現象は，集団内

での同化という観点から考えれば，その背景に，クラ

スに所属する個々人が，「このクラスの一員である以

上，学校行事に熱心に関わるのが普通だ」と，意識的

かどうかに関わらず認識し，そのクラスに受容される

よう，集団規範を守る方向に同一の行動をとるプロセ
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スが働いているためと考えられる。

一方，集団内での差異化とは，所属集団内で，ある

個人が周囲から抜きんでた能力を発揮したり，周囲か

ら期待される行動を繰り返し行うことを通して，所属

集団内で固有の個性を発揮することを指す。たとえ

ば，文化祭の模擬店において，ある生徒が，自身の社

交性を発揮し，多くの客を呼び止め，クラスの集客に

貢献したとすれば，文化祭を通して「あの子は集客上

手な子だ」という地位がクラス内で確立し，社交性を

発揮する場面において，常に社交的にふるまうことを

周囲から期待されるかもしれない。このような期待が

一定期間にわたり，かけられ続けば，その子の外向性

に関わる行動は集団内の差異化という作用に伴い，さ

らに強化され，長期的にみれば，その子の外向性とい

う性格特性の伸びにつながる可能性がある。

こうした集団内での同化と差異化に関してHarris
（1995, 2006）５）６）は，その生起プロセスも理論的に想
定している。集団内での同化については，まず，自分

がどの集団に所属するかを認識する自己カテゴリ化が

生じ，その後，その所属集団における典型的な行動

（プロトタイプ）が無意識の認知プロセスを経て算出

され，そのプロトタイプに自身の行動を合わせること

がその背景に想定されている。一方，集団内での差異

化については，自身が集団内の他の「一般的な他者」

からみて，どのようにみられているかという自己に関

する情報収集の社会的手がかりが重要で，自身の所属

する心理的に重要な集団内での他者と自身との比較

（社会的比較），所属集団内で自身がどの程度注目され

ているかという視線の算出，自身の特定の能力の高さ

や集団内地位に対して一貫して得られる他者からの社

会的フィードバック，そして，集団内で担う役割等，

特定の行動に対する集団メンバーからのラベリングや

期待が，背景のプロセスとして想定されている。

しかし，生徒が同年齢仲間集団で活動を行いさえす

れば，社会的に適切な方向に同化・差異化が生じ，社

会化が進むわけではない。例えば，欧米では，同年齢

仲間集団が教師や学校に価値を置いているかが，課外

活動参加と反社会的な行動との関連を媒介することが

示唆されている（Simpkins, Eccles, & Bocnel, 2008）７）。
生徒の発達を社会的に適切な方向に導くためには，生

徒集団を調整する存在が重要なのである。

集団社会化理論では，生徒集団に唯一かかわり得る

大人として，学校の教師に着目することの重要性が指

摘されている（Harris, 1995; 2009）８）９）。Harrisの理論
的な想定では，教師は，子どもの集団規範の形成や，

集団間の区別をつけること，集団のイメージやステレ

オタイプを決定する中で，同年齢集団の同化を社会

に受容される方向に促し得るとされている（ハリス , 
2000）10）。だが，これは理論的な想定に留まり，実際
に教師がどのような点を意識して生徒の同化を促して

いるのか，差異化を促す関わりとは何かについては明

らかにされていない。

このような中，河本（2015）11）は，中学の教師を対
象に，集団社会化理論の視座から，教師がいかに学校

行事という文脈において，生徒の集団内での同化なら

びに差異化を促し得るのかに関する検討を行ってい

る。その結果，中学校教師は，学校行事において集団

規範を形成しており，それを通して教師が望ましいと

考える方向に生徒の同化を促していることが示唆され

た。集団内での差異化に関しても，学校行事において，

リーダーといった役割を設定し，生徒の集団内での階

層化を促したり，生徒の得意な部分に関するポジティ

ブなフィードバックに教師が意識的な関わりをもつこ

とが示唆された。

しかし，この研究の対象は中学校の教師であるた

め，高校の教師においても同様の関わり方が見られ

るのかについては疑問が残る。同じ青年期といって

も，各学校段階の発達段階・教育課題は異なり（石隈 , 
1999）12），中学・高校という生徒の発達段階により，
効果的な教師の関わり方も異なる可能性がある。学校

段階別に，どのような関わり方があるのかを検討する

ことで，生徒の発達的段階を考慮した教師の関わりが

いかなるものか示唆が得られるかもしれない。

また，学校行事の研究領域においても，高校の学校

行事に教師がいかに関わっているのかを体系だって整

理した実証的知見は，ほとんどみられない。中学校の

教師の関わりについては，樽木（2013）13）の一連の研
究で，文化祭の学級劇における教師の援助介入に「機

会の計画的設定の援助」，「予防的援助」，「促進的援

助」，「集団としての振り返り，意味づけ的援助」がみ

られることが示唆されている。ただし，これは中学校

での知見であるため，高校における教師の関わりを明

らかにすることは，学校行事の実践に関する基礎的な

資料として価値があると考えられる。そのため，本研

究では，高校での教師がいかに学校行事に関与し得る

のかを，いかに高校の教師が生徒の集団内での同化・

差異化を促し得るのかを通して明らかにし，基礎的な

資料を提供することとする。
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２章　方法

調査対象者　本研究では，中学・高校の教師26名（男
性15名，女性11名）を対象に行った半構造化インタ
ビューのうち，高校の教師13名（男性８名，女性５
名）の語りを対象に分析した結果を報告する（Table 
１）14）。対象者の募集にあたっては，「先生方が学校行

事をどのような活動であると考え実施しているのか」

調査を行いたい，として筆者の知り合いの教師を通じ

て協力者を募集した。担当科目は教師によって異な

り，英語，数学，理科（生物），社会（日本史），体育，

美術の教員が含まれていた。本分析対象者の年齢は25
歳から56歳（平均45.46歳）であった。
中学の教師においては，勤務している学校の特徴に

よって，その関わり方が異なるという知見がみられた

ことから（河本，2015）15），まず，対象とした教師の
語りの中で中心的に語られた学校（１名を除き全員，

現所属学校）の生徒の特徴に関わる言及をカテゴリ化

した。全教員において，勤務校の生徒の学校行事の運

営能力，熱意という２つの観点での言及がなされてい

たため，その２つの軸で観点を分けたところ，本研究

で対象とした教師の所属校は，大きく分けて３種類に

分けられると考えられた。一つ目は「教師の手助けが

なければ生徒が主体となった学校行事の運営が成立し

ない」かつ「全体的には生徒が学校行事に熱心とはい

えない」学校で id11-id14の４名が該当した。２つ目は
「教師の手助けがなければ生徒が主体となった学校行

事の運営が成立しない」ものの，「全体的に生徒は学

校行事に熱心」な学校で id21の１名が該当した。３つ
目は，「生徒主体での学校行事の運営が可能」で，生

徒の情熱についても，「全体的に生徒は学校行事に熱

心」な学校で，id31-38の８名が該当した。
ただし，教師の生徒への関わり方の質問を行ったと

ころ，現在の勤務高校に関わる発話が多かったもの

の，過去に勤務した学校を想定した言及もみられた。

そのため，本研究では，学校の分類を分けずに，教師

の関わり方の記述を行う。

手続き　面接は201X年７月から９月にかけて，各教師
の学校に足を運び，その学校の会議室や職員室など静

かな個室で実施した。インタビューは調査者が１名ず

つ行った。実施回数は１回，本分析対象者の面接時間

のインタビュー時間は平均69分であった。面接調査開
始前に，簡単な研究の趣旨，個人情報の守秘を説明し，

その内容に同意された場合，研究協力同意書に署名を

Table１　分析対象者プロフィール

id 年齢
教員歴

（年）
性別 勤務学校種

生徒の運営能力に対

する教員の認知

生徒の学校行事への

熱意に対する教員の

認知

id11 30代 10 女性 公立 高校 共学

教師の手助けがなけ

れば生徒が主体と

なった学校行事の運

営が成立しない

全体的には生徒が学

校行事に熱心とはい

えない

id12 40代 20 男性 公立 高校 共学

id13 20代 3 男性 私立※ 高校 共学

id14 50代 32 女性 公立 高校 共学

id21 40代 22 男性 公立 高校 共学

全体的に生徒は学校

行事に熱心

id31 30代 11 女性 公立 高校 共学

生徒主体での学校行

事の運営が可能

id32 40代 17 男性 公立 高校 共学

id33 40代 20 女性 公立 高校 共学

id34 50代 28 女性 公立 高校 共学

id35 50代 24 男性 公立 高校 共学

id36 50代 29 男性 公立 高校 男子校

id37 50代 30 男性 公立 高校 共学

id38 50代 34 男性 公立 高校 共学

※ 面接実施時の勤務高校は公立であったものの，語りは前任校の私立高校の経験が中心であったため，ここでは語りに関わる文脈の情報を
記すため，前任校の情報を記した。



118 東京大学大学院教育学研究科紀要　第  57  巻　2017

お願いした。面接内容は許可を得た上でICレコーダー
に録音し，逐語文字化した上で，分析の資料とした。16）

質問の構造　本研究では，先行研究が蓄積されていな

い現状や面接という手法の特質上，面接を行う時点で

は，集団内での同化・差異化という観点に絞って質問

を行うのではなく，可能な限り様々な関わり方が抽出

できるよう質問を行った。そのため，面接は，まず，

所属高校の特徴や生徒の様子について述べてもらい，

学校行事がどの程度盛んな学校か，そして，そこでの

実践でどのような工夫を行っているのか，学校行事を

通して生徒のどのような力を育てたいと考えているの

かを尋ねた17）。ただし，活動集団全体に対する関わり，

生徒が学校行事に積極的に関わるように働きかけてい

るか，ルールなどの制約を教師側から予め設定するこ

とはあるか，結果の評価の仕方，行事が終わった後の

振り返りの仕方のうち，語られていない項目があった

場合，補足的に質問を行うようにした。

また，本研究とは別の目的から，本面接では，上記

質問を行った後，面接時間が許した場合，過去の学校

行事体験が現在の実践にどの程度つながっているか，

当時の学校行事で，その教師がどのような体験をした

のかについても質問を行った。この質問に対する回答

は，本研究の直接の関心ではなかったものの，その質

問に回答する中で，生徒への関わりに関する語りが得

られた場合には，上記質問の回答内容も分析に含めた。

３章　結果と考察

分析のプロセス　面接の逐語記録から，生徒の集団内

での同化や差異化に関わると考えられる発話を抽出す

るため，まず，教師が学校行事を通して達成しようと

している「意図・帰結」に関わる発話を佐藤（2008）18）

の文書セグメントとして抽出した。「意図・帰結」と

は学校行事の構造や教師の関わりが，どのような意図

の基行われたものなのか，あるいは，結果的に，どの

ような帰結につながるものなのかを表す発話内容とし

た。その後，文書セグメントを意味内容の単位で区分

し，その内容を短い語句で示すコードを付した（コー

ド化）。そして，コードを比較し，類似したコードを

まとめて下位カテゴリ名を付与した（下位カテゴリ生

成）。ただし，類似したコードが他にみられなかった場

合には，無理に新たな下位カテゴリとしてまとめるこ

とはせず，各発話内容に付与されたコード名をそのま

ま下位カテゴリ名とした。次に，下位カテゴリ同士を

比較し，類似した下位カテゴリについては，カテゴリ

としてまとめた（カテゴリ生成）。ただし，類似した下

位カテゴリが他にみられなかった場合には，無理に新

たなカテゴリ名を付与して，まとめることはせず，下

位カテゴリ名を，そのままカテゴリ名とした。最後に，

カテゴリ同士を比較し，類似したカテゴリをまとめ，

上位カテゴリを生成した（上位カテゴリ生成）。

本研究では，上述した「意図・帰結」のうち，生

徒集団の同化・差異化に関わる意図・帰結に関わる上

位カテゴリのみを抽出し，その意図・帰結に関わる学

校行事の構造や教師の関わりを同化や差異化を促す構

造・関わりとみなすこととした。同化・差異化を促す

構造・関わりの定義としては，Harris（1995, 2006）19）20）

の同化・差異化にいたるプロセスと河本（2015）21）に
基づき，同化を促す構造・関わりは「生徒がどの集団

に所属しているのかを認識したり，生徒の所属集団の

集団規範・集団風土の方向性を形成・調整することに

つながる学校行事の構造や教師の関わり」，差異化を

促す構造・関わりは，「生徒が自身の集団内での立ち

位置を認識することを促したり，自身の得意分野を発

見，あるいは伸長できるよう手助けすることにつなが

る学校行事の構造や教師の関わり」とした。

そのため，まず，この定義に関わると考えられる

「意図・帰結」を，同化と差異化に関わる意図・帰結

として，抽出した（同化と差異化に関わる意図・帰結

の上位カテゴリとその定義はTable２とTable ３参照）。
その後，同化と差異化に関わる「意図・帰結」につな

がる同化・差異化を促す構造・関わりについて，「意

図・帰結」と同様の手順にて，コード化，ならびに下

位カテゴリ，カテゴリ，上位カテゴリの生成を行った。

なお，同化・差異化を促す構造・関わりには，教師

がその当時は，意識していなくても，今現在，ある学

校行事の構造や教師の関わりが有用であったと認識し

ていた場合，あるいは，ある失敗例を基に，こうする

ことが良かったと教訓的な関わり方がみられた場合が

見られたが，それも結果に含めた。さらに，教師側と

しては，ある意図をもって行っているが，それが実際

にどの程度生徒に効果的であるかわからないと語られ

た発話についても，本研究が，高校教師が生徒に行う

関与の基礎的な資料提供を目的とした研究であるとい

う性質を踏まえ，結果の中に含めることとした。ただ

し，結果的に，同化や差異化が促されたという発言が

あったとしても，それがなぜ生じたのかわからない，

あるいは，特に教師から関わったことはない，といっ

た発言がみられた場合には，コードを付さなかった。 
以下，「 」でくくられた言葉は実際得られた発話内
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容，［ ］はでくくられた言葉は語りの前後の文脈から
補足した補足，（ ）でくくられた言葉は相槌や質問な
ど，面接中に行った調査者の言葉，〈 〉でくくられた
言葉は得られた上位カテゴリ名，【 】でくくられた言
葉は得られたカテゴリ名として結果を記述する。

Ａ．生徒の集団内での同化を促進する構造，教師の関

わり（Table 2）
　生徒の集団内での同化を促す構造・関わりは，全教

師の言及がみられた。

意図・帰結　その意図・帰結としては，〈集団所属意

識の涵養〉，〈活動への集団全体のモチベーション向

上〉，〈白熱度合の抑制〉，〈協力的風土の形成〉，〈向社

会的な風土形成〉，〈規範意識の養成〉，〈生徒主体で活

動する風土〉，〈学校風土の維持・形成〉があげられた。

このうち，〈集団所属意識の涵養〉は，Harrisが理論的
に想定した同化のプロセスのうち，生徒の所属集団へ

の自己カテゴリ化に関わると考えられ，その他のカテ

ゴリは，生徒の所属集団の集団規範・集団風土の方向

性を社会的に適切な方向に形成・調整することを意図

したカテゴリと考えられる。特に〈協力的風土の形

成〉，〈向社会性の養成〉，〈規範意識の養成〉，〈生徒主

体で活動する風土〉については，教師が学校行事に関

わる生徒集団の集団規範・集団風土の方向性を形成・

調整する際，生徒の協調性，向社会性，規範意識や自

律性の発達に有用となり得るよう，配慮していること

を示唆したカテゴリと考えられる。

教師によって真逆のスタンスがみられたのは，〈活

動への集団全体のモチベーション向上〉と〈白熱度合

の抑制〉である。これは，学校行事において，教師に

よって，あるいは，その教師の担当する生徒集団の状

況によって，教師が生徒集団の動機づけを高める方向

にも，抑制する方向にも，働きかけ得ることを示唆

している。欧米の課外活動研究では，外発的に動機づ

けられて過剰な活動関与を行った場合，それが子ど

もたちの適応や発達上の問題につながり得ることが

overscheduling hypothesisという仮説として提唱されて
いる（Mahoney, Harris, & Eccles, 2006）22）。学校行事の
文脈でも，準備・練習が過剰であると考えられる場合

には，教師が生徒の学校行事への関与を抑制すること

で，生徒の適応や発達を阻害しないようにしているの

かもしれない。ただし，白熱度合の抑制も，教師が過

剰に行えば，今度は，学校行事を通した生徒の社会情

緒面での発達の機会を奪う可能性もある。教師のどの

ような意図が実際に生徒の発達を促す上で適切かにつ

いては，今後の検討が必要であると考えられる。 
同化を促す構造・関わり　生徒の同化を促す学校行

事の構造・教師の関わりとしては，〈支援者としての

生徒への関わり〉，〈共同作業の一員としての関わり〉，

〈構造化〉，〈距離化〉，〈学校の評判形成〉，〈教師の態

度〉が得られた。中学の教員を対象とした知見と比較

すると（河本，2015）23），高校の教師は，自身を指導
者と生徒と別の立場としてみるのではなく，「共同作

業の一員」として，すなわち学校行事という共通の目

標を達成する同士としてみなすケースがあるようだ。

また，教師が意図的に生徒と一定の距離をおき，たと

え，生徒の準備や練習がうまくいっていなくても，あ

えて関わらない場合もみられた（〈距離化〉）。こうし

た関わりは，自律性の欲求が中学に比して更に高まる

高校生の発達段階に適った関わり方であるのかもしれ

ない。

また，同じ意図の基でも，真逆と考えられる構造化

あるいは関わり方がみられる場合もあった。たとえ

ば，「規範意識の涵養」という意図・帰結に関わる〈構

造化〉の下位カテゴリをみると，【ルール化】と【ルー

ルや基準をあえて設定しない】という両方の働きかけ

がみられた。同じ意図があったとしても，その活動集

団の特徴や状況，あるいは教師によって，正反対の働

きかけを行う場合があるのかもしれない。

Ｂ．生徒の集団内での差異化を促進する構造，教師の

関わり（Table ３）

　差異化を促す構造ならびに教師の関わりに関して

は，13名中７名（id11, 13, 14, 21, 31, 33, 35）の語りが
みられ，言及のみられない教師も６名（id12, 32, 34, 36, 
37, 38）みられた。相対的にみると，教師の手助けがな
ければ生徒が主体となった学校行事の運営が成り立た

ない学校に属する教師の方が，生徒の差異化に関わる

言及を行っていた。生徒が主体的に学校行事の運営可

能な学校に所属している教師において，生徒の差異化

に関わる言及がさほど見られなかったのは，教師が生

徒の差異化促進を意識しがたいという可能性の他，教

師が意図的に差異化を意識して関わらなくとも，自然

発生的に生徒集団内での差異化が生じているからであ

る可能性も考えられ，今後の検討が必要であろう。

意図・帰結　差異化の意図・帰結としては，〈集団内

での個人のステータス向上〉，〈役割意識の涵養〉が得

られた。これらはいずれも，生徒個人の集団内地位を

高め，自身が集団内でどのような側面で能力が高いの

か，あるいは，どのような面で自身の個性を発揮でき
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Table２　集団内での同化を促す構造，関わり
意図・帰結

(上位カテゴリ)
集団内での同化を促す構造・関わり

発話例
上位カテゴリ カテゴリ 下位カテゴリ

集団所属意識の涵養

定義：所属集団の団
結やメンバーの関係
性を深めること

支援者としての
生徒への関わり

生徒同士の
関係促進

先輩が後輩に指導をする 【思考促進】［集団が］まとまらないのであれば，それを「じゃぁなんでなのか？」って
いうのを考えさせる視点を，そういう視点が，持ててなかったんですねぇ。（中略）そ
れを教材にしていけば，それは良かったんだと思うんですね。（id36）思考促進

なぜ上手くいかないのか話し合
いをさせる

構造化
企画の設定
の仕方

祭りを作る活動の設定/全体で取
り組む必要のある活動の設定/本
番を何度も設ける

まあ，正直なことを言うと，やっている内容自体もちょっと多いなっていう感じもする
んですけど（そうですか。）はい。でも，それをひとつひとつクラスの中でまとまって
やっていくとか，クラスの中でも係を分け合いながらやっていくとか，っていうところ
で，あの，まあ，皆で頑張っていこうっていう姿勢が出てくるといいなっていうところ
だと思います。（id32）

活動への集団全体の
モチベーション向上

定義：学校行事に対
して熱意をもって取
り組む集団風土の維
持・形成をしようと
すること

支援者としての
生徒への関わり

価値づけ

やるからには良いものにしよう
と常々言う/評価されるのは見栄
えが良いものだと繰り返し指導
する/学校行事の意義を学年通信
で伝える/視聴覚映像の活用

【過去の行事で良かった部分の強化】（クラスを盛り上げるために，やっていることはあ
るんですか？）教員がですか？（そうですねぇ。）うーん，教員があまり動いているの
は，うちの場合はあまりないですね。まぁでも，話の中で，まぁ例えば，さりげなく，
「前もったクラスはこうだったんだよなー」みたいなことを，あるとき，ふって言った
り（あぁ）。あとは授業の中で，さっきのあの，自分が長く［学校に］いて，「一番良い
パネルはこういうのがあったんだよね」，みたいな話をすると，そういうのが多分。（中
略）（そうすると，結構［生徒は行事に］燃えてくる感じなんですか？）うーん，そう
です，燃える子がいると燃える。（id36）

発破をかける

過去の行事で良かった部分の強化

生徒同士の
関係の促進

先輩に恥ずかしくない活動をし
たいという思い

構造化

賞の設定 価値観を反映させた賞 【各学年で行う種目を固定しておく】１学年の種目はこれ２学年はこれって決めてたん
ですけど，（へー）それだと時間もかかるのでもう大体オーソドックスなところでじゃ
あ１年２年３年これとこれとこれと決めて来年これでいきますといくので，逆にその方
が「よし来年これがんばるぞ」とかね，そういう風になるじゃないですか，（見通しを
立てられる）そうですね，そういう面。まあでもそんなにこう，変更することはないと
思います，種目は。（id21）

各学年で行う種目を固定しておく

教師の態度
教師の学校行事への熱意の温度差は小さい方
が良い

学年の担任間のね，やっぱり温度差っていうのはない方が。できるだけ，ちっちゃい方
がいいかなっていうのは。（あ，そうですか。）うん。（中略）それは，直に，ね。ってい
うのは，ないのかもしれないんだけど。だけど，こうじわじわとね。［生徒の行事への
意欲に］くるものは絶対あると思うんだよね。（中略）文武両道とかさ，要するに言っ
てるわけじゃない。だから，そういう意味で，まあ要するに，部活も一生懸命やって，
勉強も一生懸命やって，行事も一生懸命やる。で，それで，初めて全人教育ができる。
（中略）だから，そこの部分の中で，ある程度学年［の教員］としてまとまっていない
と，生徒も，あれっていう風になると思うんだよね。「それって，入ってくる前によく
聞いたことだけど，中入ってみて，嘘じゃん」みたいなさ。そうなると，［行事に対して］
しらけちゃうよね。生徒自体が。（id35）

距離化
生徒が困っていても失敗することも学びだと
言って教師からはあえて関わらない

周りのクラスで［行事の準備を］やっているのを見て，「［自分のクラスは］まずい」
（あぁ，まずいっていう）っていうことを言う子もいますね（あぁなるほど）。［生徒が
教師に］「うちのクラスまだ全然なんですよ」。で，［教師が］授業なんかで，「あぁそう。
まぁそれも良いんじゃん。失敗したら失敗したで良いんじゃないの？」っていう言い方
のほうがあれですかね（中略）「それのほうが学ぶこと多いんじゃないの？」みたいな
ことを言うと逆に（［生徒は］燃えるんですかねぇ？）はい。（id36）

学校の評判形成
学校行事に力を入れる学校だというイメージ
形成

（全然，行事に参加しようとしない生徒さんっていうのは，いるんですか？）無いです
ね。あと，多分，いても，周りがね，この学校は。それがあの，一番，違う，違うとこ
ろですかね。もう男子校で，それなりの子たちが来ていて，で，更に，「こういう形で，
うちの学校はこういう学校ですよ」っていうことで，あの，アピールして，今は生徒募
集をしているんですね。そうすると，それをもって，入ってくる子がいるので。（じゃぁ
Ａ高に入ってくる生徒さんたちっていうのは）ノリがそういうのだと思うんですね。で，
本当に嫌であれば，学校を選ぶ時点で，違う学校を選んでいるのかなっていう気がして
います。（id36）

白熱度合の抑制

定義：学校行事の準
備・練習に熱中しす
ぎない方向への集団
風土の形成

支援者としての
生徒への関わり

価値づけ
授業をちゃんとやりなさいと言
う

［行事の準備期間中も］「授業をちゃんと受けなさい」とか，まあ，勉強はするようにと
は言いますけれど（ふんふんふんふん），まあ［生徒が勉強を］やるかどうかはまた別
の話ですけれど，そういう一般的な話はしますね。（id32）

構造化
活動時間枠の設定

【活動時間枠の設定】何日からはその・・学校で，えっと７時まで［行事の準備を学校で］
認めるからそれ以外はやらないとか（ふーん）一応一定の枠を決めた。（id34）ルール化 宣伝の制限

協力的風土の形成

定義：生徒全員が学
校行事の準備や練習，
本番に協力する集団
を形成すること

支援者としての
生徒への関わり

価値づけ
準備に関わらなければ許さない
という態度を示す

【価値づけ】［行事の準備で］「これクラスでやるんだから，お前らやんなきゃダメだぞ」
というのは。「仕事なんだよ」って，「自分は［行事の準備に］関係ないって言ってる奴
は，例えばね，そんなのは，学校卒業してから，そんなんじゃ，ダメでしょ」って。「ちゃ
んと公的に学校の生徒で，このクラスの生徒なんだから，で，一応は，なにやるってい
うときも，一応は意思を反映させてるわけだから，自分はずっと黙ってたかもしれない
けど（うーん）。だから私，この企画賛成じゃないからやりたくないとか，別にやんな
くても良いじゃないっていうのはダメだよ」っていうのは，そういう態度は見せてまし
たよね。（id12）

話合い，作
業内容の誘
導

全く準備に参加しない子にも教
師から仕事を与える

構造化 全体で取り組む必要のある活動の設定
そんだけ,４種類［文化祭の食品を］出すって結構無謀なんですよ。たかだか30人で。で，
全員がもう，クタクタになったっていうとこが，良かったかなっていう。（じゃもう，
全員がかなり参加することになったと）しないとできないっていう。（id12）

向社会的な風土形成

定義：他者への思い
やりの気持ちをもつ
よう生徒集団の風土
を形成すること

支援者としての
生徒への関わり

価値づけ
他の生徒に，手助けをしないこ
とを注意する

［修学旅行の］部屋割りは出席番号順にぱっぱって切っちゃって（あぁそうなんですか），
で，一番前に来た奴が室長なんです。（中略）でもまぁ，生徒にとっては，上手くまと
められない子もいるわけですよね。で，そのときに，「じゃぁ他の子はどうしたのか」っ
ていうことを，やっぱり問いかけたりするわけです。で，この位[の時期]になってくる
と，部活,３年が引退をしているので，部で，部長やっている子がいるわけですよね。で，
そういう子が班にいて，「室長がまとめられない」と困っているときに，「お前何したの？
自分がその立場に立ったときに，どう考えるの？」っていうのを言ったりすることで，
多分また，あの，「あぁ」っていう思いが［生徒に］あると思うんですね。（id36）
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意図・帰結
(上位カテゴリ)

集団内での同化を促す構造・関わり
発話例

上位カテゴリ カテゴリ 下位カテゴリ

規範意識の養成

定義：自身の仕事を
全うする生徒の責任
感を育んだり，他者
に迷惑をかけないよ
う自ら自律的にマ
ナー，ルールを守る
規範意識を育む方向
に生徒集団の風土を
形成すること

支援者としての
生徒への関わり

話合い，作業
内容の誘導

今日の仕事の明示
【話合い，作業内容の誘導】こういう流れで誰が動くんだーって，これ［文化祭準備用
のプリント］を同じように黒板に拡大して貼って。「今日できる？」とか，「私，無理ー」
とか。とにかく，誰かがどこかで仕事していることがわかれば，あ，皆自分がいないと
きにも，仕事をしてくれてるんだなとか，相手を知るために，こう全部，こういうのを
貼ったりとか。（中略）で，さっきも言ったように，［行事の準備が］出来る子って少数
派なのね。（中略）皆やっぱり経済的に厳しいから，バイトしちゃうのね。塾にもいか
ないし。なので，そういう子は，真面目な子は部活もやり，クラスの代表もやり，会計
もやり。で，当日なんか係の受付になっちゃったりとか，全部かぶっちゃっていなくな
るから，ちゃんとその流れも見なさいとか。っていうのも，考えさせたりとか。（中略）
係別に［行事の準備を］やるんだけど。「はい，じゃぁ準備しなさーい」って［教師が］
言っても「え，わかんなーい」ってなっちゃうから，毎回，この人達毎に，メモをあげ
て（へー），まず，白紙の紙を渡して，今日の仕事は何って自分たちで書かせて，で，「こ
こ足りないよねー。このスケジュール見てごらーん。」って。「お化けはどこまでに何を
しなきゃいけない。足りないよねー」ってそこで，私が書き足してやって（へー）。で，
また戻して，で，その１日の仕事が終わったら，紙と全員集合で，かいさーんって。で，
「皆早く帰りたいからやるよねー」って。で，黒板，さっきの黒板じゃないけど，こう
いう，「必要なものはこういうものですよー」って書くじゃん。そうすると，誰かが持っ
てくるんだよね。そしたら，消していく。（中略）彼らは責任がないから，「いいやー」っ
てなっちゃう。だから，そこをいかに責任をもたせるかっていうのが，結構うちの学校
なんかは大変で。（id11）

価値づけ

全員が規律を守れるよう互いに
責任をもつよう注意/先生に反発
しても損をするという話をする/
リーダーに事前に守ってほしい
ことを言う/準備に関わらなけれ
ば許さないという態度を示す/今
の応援団はかっこよくないと言
う

問いかけ 指示や注意ではなく問いかけ

思考促進
なぜルールがあるのか考えなさ
いと言う

見守る
見守って生徒の進捗状況をきち
んと把握する

共同作業の一員
としての関わり

行事が廃止されないよう教師自身も生徒と同
じように行動していることを伝える

［行事の活動内容に対して］「変なの」って思ってる先生は間違いなくいるしね。（うーん。
生徒さんにもそれを割と正直に話される？）うんそうですね。そうしないと生徒は納得
しないし，「なんでダメなの？」って言って，「いや，実は外でもきびしいし，中でもい
ろんな意見があるから，その中で俺は任せてもらってやりますって言ってるんだから，
悪いけど，いうこと聞いてくれよ」っていう（うーん）。そういう風にちょっと下手に
出たりすることも必要かなと。一方的にばあーってダメだこれはってやっても聞かない
場合もあるし，「まあちょっと考えてよ，俺もちょっと悩んでるからさ」って，（うーん）
そういう風に行くのも一つの手だなと思いますね。（id21）

構造化

ルール化
マナーの提示/ドレスコードの設
定

【ルールや基準をあえて設定しない】生徒を見ているうちに，曖昧な部分を残しておく
ことが，結果的には，その子の成長につながっていくっていうのを，一回［生徒を］もっ
て［学校を］出すと，わかってくるんですね。（それは，どんな成長につながるんです
かね？）うーん，例えば，自分を自分で律するとか見つめるとか（中略）。あとは，結
局は他人の価値判断に押し付けられてしまって，内在的なものじゃなくって，外在的な
ものによっての，取り決めになってしまうけども，そうじゃなくて，ない，内面から，
あの，そういう動きに，つながるってところにあるのかなーって思いますよね。（id36）

ルールや基準をあえて設定しない

教師の態度 担当教員として数年担当をし続ける

（だんだんこう生徒が［教師の］いうことを聞いてくれるプロセスの中には何があった
んですかね。）うんと，まあしょうがねえやっていう気持ちもあったんじゃないかな，
生徒の中に。で，僕も今年３年目なので（中略）「まあいうこと聞かないとしょうがね
えかな」とは思ってるんじゃないかな。他の人，先生にはこう反発しても，こっちでは
反発しないとかね。（中略）それはもう担当者だからでしょうね。（id21）

学校の評判形成 教員から生徒に指導をいれることを宣伝

今の１年は全然質が違う。制服入るぞ，頭髪指導するぞってわかって入ってきてるので。
（なるほど。高校だと結局入試があるというか，自分で選んで入れるっていうのでまた
やっぱり違うんですかね。）そうですね。そういう宣伝はもう夏ごろからやってました
から，それで知らないって入ってきてる子の方が圧倒的に少ないですよね。普通は今の
時代みんな学校見学してきますから。（id21）

生徒主体で活動する
風土の形成

定義：教師から強制
を受けて生徒が動く
のではなく，生徒が
学校行事を行う主体
者と生徒に認識され
る風土形成

支援者としての
生徒への関わり

価値づけ
生徒主体で行動する方が楽しい
と伝える

【思考促進】「今問題は何ですか？」で，「全校生徒に徹底するべきことは何ですか？」と。
「それちょっと自分たちで考えなさい」と。これを生徒会執行部に言うのね（ふんふん
ふん）。「で，そう，そういうことが問題にあるの。じゃぁ次は，全校生徒に伝わるため
にするためには，まず，クラス代表を集めて，そこに君等の方針を説明しなければいか
ん，違うか？」と。うん，まぁこういう形でしていることが多いですね。（id37）

事前の生徒の意向調査

任せるとこ
ろは任せる

振り返りは生徒中心で/細かい指
示は出さない

困った時に手を差し伸べる

思考促進

話合いの最後に生徒に考えてほ
しい点を提示する/現在，問題に
なっていることやすべきことを
考えさせる

生徒同士の
関係促進

全く参加しない子には仲の良い
子に誘わせる

共同作業の一員
としての関わり

自分だったらこうするとは言うが，教師の価
値観の押し付けはしない

【一緒に活動する】ここは，割と自由と自治を上手くコントロールしながらって言い方
はおかしいけれど，それを前に出しながらやってきた学校で（はい），だから，なるべ
く教員は表立って関わらない，ようにしてるんですよ。むしろ共同作業って考え方だね。
（中略）（共同作業っていうのは）うん，だから，誰かが指導してっていうことではなく，
文化祭に関しては，先生側も一つの構成団体，運営団体になる。（なるほど。その，一
緒に作業なんかをしていくっていう）そういう場面なんかもありますよ。（id38）

一緒に活動する

構造化 ルールや基準をあえて設定しない

［ルールの設定について］それもはばかっちゃうんだよね。逆に（中略）。校則もないっ
て言ったじゃないですか（はい）。だから，校則もないのになんで，［文化祭で］こうい
うルールをって言わなきゃいけないの（あぁ）。文化祭のときだけ。まぁもちろん，周
りにね，迷惑をかけないようにっていう，最低限の（はい），申し合わせとかは幾つか
は作りますよ，そんなの（うーん）。最近，うるさくなっているからね，周りが（うん）。
音は何時までにしよう，とかねぇ（ふんふん。でも内容面については，特に何か）内容
面でチェックすることはまずないです。（id38）

学校風土の維持・形
成

定義：学校独自の特
色を新たに形成，あ
るいは，これまでに
形成されてきた特色
を維持する中で，学
校の風土を維持・形
成しようとすること

支援者としての
生徒への関わり

生徒同士の
関係の促進

先輩や部活動の生徒が学校行事
の流れの説明をする/先輩が手本
になる

【教師の意向を通す】［担任をしている生徒に教師から提案した文化祭の企画を］猛反対
されたんですけど（あ，そうなんですか），「そんなの大変じゃん」つって。だけど，色々
裏で手を回し（裏で手を回すってのは，具体的には）手を回すってのは，賛成してくれ
る人を探したりとか，文化祭実行委員集めて，「これ絶対良いから」つって，で，その
子達を，「あ，先生これ良いね」って，まず言わす。で，「どうですか」って［クラスに］
提案させて，それでも［クラスの生徒は］ぶーぶー言ってたから，僕は最後頭下げて，「ゴ
メンやらせてくれ」つって，無理やり［教師の提案した企画を］やりましたけど。（id12）

過去の行事で良かった部分の強化

教師の意向を通す

構造化
継承のシステム構築 【継承のシステム構築】舞台装置設置委員会の中の（はい），ちゃんと，継承のシステム

が出来ているので。（それは，どんなシステムなんですか？）どんなっていうのは，要
するに，その舞台装置設置委員会の大将って呼ばれる人たちが仕切るわけですよね。で，
大将が次の大将を指名していくってやり方で。（id38）本格的な舞台設定
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るのかを認識させることにつながると考えられる。特

に〈役割意識の涵養〉で実質的に想定されていたの

は，リーダーという役割意識をいかにつけるのかとい

う点であった。中学の知見と同様（河本, 2015）24），高
校においても，学校行事において，他者を統率する能

力，ならびにリーダーに必要とされる行動やパーソナ

リティが強化されるよう，教師が生徒に関わっている

ようであった。

差異化を促す構造・関わり　これらを意図した構造・

関わりとしては，〈支援者としての生徒への関わり〉

と〈構造化〉がみられた。この結果を中学の教師の差

異化の知見（河本, 2015）25）と比較すると，中学校教
師に見られた中学校教師にしかみられなかった〈目標

設定〉や〈反省させる〉，〈全員に役割を体験させる〉，

〈個別指導〉といったカテゴリは，高校教師には得ら

れなかった。これは，これらの関わり方が高校の教師

にとって負担が大きいために，実施しがたいという可

能性の他，実際の関わりとしては行っていたとして

も，そこに差異化を促すという意図が意識されていな

かったからという可能性もある。たとえば中学校教師

にしかみられなかった〈目標設定〉について， id 13の
教員は，差異化を促すという意図は言及されなかった

ものの，学校行事で生徒の企画のテーマを決めさせ，

目標設定を行うことはある，と言及していた。教師が

差異化促進を意図していなかったとしても，意図せぬ

教師の関わりが，実際には生徒の差異化を促している

可能性もあるため，この点については，今後の検討が

必要であろう。

４章　総合考察

以上，本研究では，集団社会化理論において提唱さ

れている仲間集団内での同化・差異化というプロセス

に焦点をあて，学校行事において，高校の教師がいか

に生徒に関わり，それがどのように同化・差異化を促

していると考えられるかを質的に検討した。高校の学

校行事の研究蓄積が乏しい現状において，いかに高校

教師が学校行事に関与しているかを明らかにした点

で，本研究の知見は有用であると考えられる。

その一方で，本研究には限界・課題もある。まず，

対象とした教師が熟練教師に偏っていた点である。本

研究では20代の教師は１名のみで，その他は全員30代
以上，平均年齢も45.46歳であった。熟年教師を対象
としたことで，長年の教員生活の中で，有用であると

Table３　生徒の集団内での差異化を促す構造，関わり

意図・帰結
（上位カテゴリ）

集団内での差異化を促す構造・関わり
発話例

上位カテゴリ カテゴリ

集団内での個人のス
テータス向上

定義：ある個人が集
団内で認められる地
位に上昇するよう働
きかけること

支援者として
の生徒への関
わり

生徒にその子の得意
な仕事を与える

【生徒にその子の得意な仕事を与える】この年は，お化け屋敷だったのね。で，
最初に，私がネットで，なんか色々お化け屋敷を作るための資料があるじゃん。
で，その中から自分たちの出来るものをピックアップさせて（中略）で，デザ
イン画を，絵が得意な子がたまたまいたから，デザイン画を描かせて（中略）
あげた。(id11)

ポジティブなフィー
ドバックを与える

構造化

賞の設定 【目立つことのできる活動の設定】例えば，もう文化祭だけじゃなくて，体育祭
なんかもそうだし，レクリエーションってクラスでやるものもそうだし，まぁ
色々，遠足に行ったり，修学旅行に行ったりとかもそうですけど，この子はな
になにがすごくうまいっていうこう，パーツパーツがあるんですよね。だから，
食事の準備をさせたら，びちっと綺麗にしてるとか，レクリエーションで盛り
上げさせたらピカ一とか，話術がすごいとか，皆でカラオケで盛り上がろうと
かいって，夜レクをやらせると，歌がすごくうまかったとか，なんでも良いん
ですけど，細かい，そういうパーツパーツで，自分たちで人にすごいなって思
われる場面があれば，他のところにもちょっと良い影響があるのかなって思い
ます。(id33)

目立つことのできる
活動の設定

やる気のある生徒が
リーダーになれる構
造

ちょっと［普段とは］違う子とかが［リーダーを］出来る機会じゃないですか。
（中略）別にこう，能力のあるなしってそんなに関係なくて，やる気のありなし
だと思うので（なるほど）。それで，まぁ出来無いことは周りに相談したりとか，
そういうことも出来るので，それを学んでくれれば，一番良いんですけどねぇ。
なかなかそうはいかないですね。(id13)

役割意識の涵養

定義：所属集団で，
ある役割に期待され
る行動が何かという
認識を，ある役割に
ついた生徒個人，あ
るいは，生徒集団全
体に，浸透させるこ
と

支援者として
の生徒への関
わり

教師が関わる前に
リーダーに行動させ
る

「まずリーダーが，お前ら責任もって，責任あるんだから［生徒への注意を］言
え」って感じですね。こっちが言う前にね。そういう立場なんだよって。(id21)

構造化 指導組織を作る
リーダーと，その幹部になる子たちを呼んで，そことのコミュニケーションを
して，そっから，その子たちが指導している風な体制を作らせて。(id14)
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教師側の目から考えられる関わり方は抽出できた。し

かし，たとえば，20代の教師の方が生徒との年齢が近
いために，学校行事において，有用な関わり方が異な

るかもしれない。

また，本研究においては，教員の所属校にも偏りが

みられ，中高一貫校の高校教員については分析の対象

としなかった。中高一貫校では，中学から高校まで広

範な発達段階の生徒が同じ学校に集まるため，例えば

〈生徒同士の関係の促進〉といっても，中学から高校ま

での６学年の集団と，高校のみの３学年の集団とでは，

その集団サイズや先輩後輩との関わり方の質が異なる

可能性もあり，教師の関わり方が異なる可能性がある。

最後に本研究の限界点として，本研究で得られた結

果は，教師が有用であろうと想定している関わり方で

あり，本研究で得られた関わり方が実際に，活動集団

内での同化と差異化，さらには生徒の発達に長期的な

意味でも有用であるのか，またどのような生徒集団に

有用であるのかについては，明らかにできていない

点があげられる。例えば，規範意識の養成に対して，

ルール化を行う場合とあえてルールを設けないと語っ

た教師の両方がみられたが，それは実際のところ，ど

ちらが効果的なのだろうか。ここには，生徒集団の特

徴などの調整変数があるのだろうか。今後は，量的な

調査手法も用いて，どのような教師の関わり方が生徒

に有用であるか，さらに，そこに調整効果はみられる

のか，学校行事の効果的な運営や指導方法を研究して

いく上で，明らかにしていく必要があるだろう。
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